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 イネかりに使うかま 

カマキリの
まえあし

前足はどんな
や く め

役目をしているの 

●
まえあし

前足は「かま」 

 カマキリの
まえあし

前足は、
ふと

太くて
なが

長く、
にんげん

人間がイネや
くさ

草をかるのに
つか

使う「かま」のようになって

います。この
おお

大きな
まえあし

前足は、いつもは
お

折りたたんでいます。 

  カマキリは、
うご

動くものしか
た

食べません。
え も の

獲物が、
からだ

体の
しょうめん

正面の
ちか

近くにくるまで
ま

待ちます。
じゅうぶん

十分
ちか

近くまできたら、
お

折りたたまれた
まえあし

前足をさっとのばし、
え も の

獲物をはさみます。えさをと

らえるのは、５０
ぶん

分の１
びょう

秒の
はや

早わざです。
にんげん

人間の
め

目では、そのしゅん
かん

間を
み

見ることはでき

ません。この
まえあし

前足には「とげ」が
は

生えていますので、はさまれてしまった
むし

虫は、もう
うご

動けま

せ
 

ん。 

 カマキリの
な ま え

名前は、この「かま」のような
まえあし

前足をもっていることからきています。 

カマキリの
まえあし

前足は、えさを
と

取るときに
つか

使います。このような
あし

足を、「
ほそくし

捕捉肢」といいます。
ある

歩くときは
なか

中
あし

足と
うし

後ろ
あし

足を
つか

使います。 

●
くび

首がよくまわる 

 カマキリは、
あたま

頭が
さんかくけい

三角形で
おお

大きな
め

目があります。
くび

首がよくまわり、
ひろ

広い
は ん い

範囲を
み

見わたせ

ます。
うご

動いている
むし

虫を見つけると、そろりとその
ほうこう

方向に
からだ

体を
む

向けます。カマキリは、
い

生き

たこん
ちゅう

虫しか
た

食べません。
き

木や
くさ

草の
うえ

上でじっと、
え も の

獲物を
ま

待つやり
かた

方で、
え も の

獲物を
お

追いかけま

わすようなことはないのです。
おお

大きなかむ
くち

口をもっています。（監修・中山 周平） 
 
 
 

 

 

 


